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令和５年第１回五城目町議会定例会議事日程［第１号］ 

令和５年３月６日（月）午前１０時００分開議 

 

１ 開会（開議）宣告 

２ 議事日程 

   日程第 １ 会議録署名議員の指名 

   日程第 ２ 会期の決定 

   日程第 ３ 議員研修報告 

   日程第 ４ 町長施政説明 

   日程第 ５ 教育長施政説明 
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令和５年五城目町議会３月定例会会議録  

 

令和５年３月６日午前１０時００分五城目町議会３月定例会を五城目町役場議場に招集さ

れた。 

１．応招（出席）議員は、次のとおりである。 

   １番 工 藤 政 彦          ３番 松 浦   真 

   ４番 石 川 交 三          ５番 椎 名 志 保 

   ６番 荒 川   滋          ７番 佐々木 仁 茂 

   ８番 畑 澤 洋 子          ９番 斎 藤   晋 

  １０番 石 井 光 雅         １１番 伊 藤 正 春 

  １２番 佐 藤 重 信         １３番 荒 川 正 己 

  １４番 舘 岡   隆 

１．不応招（欠席）議員は、次のとおりである。 

  な し 

１．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席を求めた者は、次のと

おりである。 

  町 長   渡 邉 彦兵衛      副 町 長   武 田 和 栄 

  教 育 長   畑 澤 政 信      総 務 課 長   伊 藤 敏 和 

  まちづくり課長   柏   和 順      税 務 課 長   石 井 政 幸 

  会 計 管 理 者   猿 田   仁      議会事務局長   東海林 博 文 

  農林振興課長   大 石 芳 勝      商工振興課長   小 玉 洋 史 

  建 設 課 長   猿 田 弘 巳      学校教育課長   齊 藤 正 和 

  生涯学習課長   越 高 博 美      住民生活課長   小 玉 広 信 

  健康福祉課長   猿 田 広 秋      消 防 長   佐々木 貴 仁 

  総務課課長補佐   小 玉 重 巌 

１．会議書記は、次のとおりである。 

  議会事務局長   東海林 博 文 

１．会議の開閉時刻、質疑応答は別紙のとおりである。 
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             午前１０時００分 開会 

○議長（石川交三君） おはようございます。 

  本日の議事日程については、タブレットをご覧ください。 

  ただいまの出席議員数１３名、会議は成立いたしました。 

  ただいまから令和５年３月６日招集の令和５年第１回五城目町議会定例会を開会いた

します。 

  これより本日の会議を開きます。 

  会議録署名議員を当席より指名いたします。１０番石井光雅議員、１１番伊藤正春議

員の両名を指名いたします。 

  本定例会の会期日程等について、議会運営委員長の報告を求めます。７番佐々木委員

長 

○議会運営委員長（佐々木仁茂君） おはようございます。 

  令和５年３月６日招集の令和５年第１回五城目町議会定例会の運営について協議のた

め、２月２８日午前１０時より議会運営委員会室において会議を開いておりますので、

その経過と結果について報告をいたします。 

  出席委員は６名の全員であります。参与には議会正副議長、当局からは武田副町長、

伊藤総務課長、小玉総務課課長補佐、書記には東海林議会事務局長を指名し、会議に入

りました。 

  付議事件は関係部分を含む２６件であり、陳情は４件であります。 

  それらの概要説明の後、一般質問者数を見極めながら協議の結果、会期日程について

は、本日３月６日から３月１４日までの９日間といたしました。 

  本日６日は、この後、松浦真議員が研修報告を行います。次に町長施政説明、教育長

施政説明があります。３月７日は本会議で、一般質問を６名が行います。発言の順序は、

午前中が斎藤晋議員、舘岡隆議員、午後からは工藤政彦議員、松浦真議員、椎名志保議

員、荒川滋議員の順序となります。３月８日は本会議で、畑澤洋子議員が一般質問を行

います。その後に議案上程、議案第１号から議案第２５号まで説明、質疑、委員会付託。

次に陳情を委員会付託いたします。その後に各常任委員会の開催となります。３月９日、

１０日は各常任委員会。３月１１日、１２日は休会であります。３月１３日は各常任委

員会。３月１４日は本会議を再開し、各常任委員長報告、質疑、討論、議決を為し、委

員会提出議案を処理し、その後に議案第２６号の人事案件１件を議案上程し、説明、質
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疑、議決を為し、最後に議員派遣を議決し、閉会となります。 

  なお、３月９日は午前中に五城目第一中学校の卒業式があることから、議長と教育民

生常任委員長が出席のため、教育民生常任委員会は午後１時からの委員会開催となりま

す。 

  会期日程については以上でありますが、令和３年５月「デジタル社会の形成を図るた

めの関係法律の整備に関する法律」により個人情報保護法が改正されたことから、自律

的な対応を図ることになり、議会運営委員会として、「五城目町議会の個人情報の保護

に関する条例制定について」を議題として審査いたしました。委員からは内容を確認す

るほか、特には意見もなく、定例会最終日に委員会提出議案として提出することといた

しました。 

  加えて、庁舎内における政党機関紙の勧誘・配達・集金を自粛するよう求める陳情書

の取り扱いについては、五城目町議会の運営に関する基準１１０に基づき、当委員会に

諮った結果、特に異論がなかったことから、タブレットに掲載することで配付とするこ

とといたしました。 

  なお、新型コロナウイルス感染症防止対策については、これまでの感染防止拡大対策

を継続し行いつつも、議長席、登壇席、質問席ではマスクを着用しなくてもよいことと

いたしました。 

  以上、議会運営委員会の報告といたします。 

○議長（石川交三君） 議会運営委員長の報告に対する質疑を許します。１４番 

○１４番（舘岡隆君） 運営委員長にちょっと伺いたいと思います。 

  卒業式に出席の議員が議長と担当委員会の委員長ということでございましたが、確か

運営委員会が開催された頃には国からもう方針が出てて、卒業式はもうほとんどオープ

ンだと。そのかわり国歌と、校歌は歌わないと、声出さないということであったようで

ございますが、町が特別そのようにしなきゃならない、国以上に厳しいような状況って

いうのはちょっとあれっと思ったんですけども、その委員会の中でそういう話ございま

せんでしたか。 

○議長（石川交三君） ７番佐々木委員長 

○議会運営委員長（佐々木仁茂君） お答えいたします。 

  何ていいますか、かなりコロナがいわゆる収束しているから出席をオープンにすると

いうことはありませんで、先ほど壇上で申し上げたとおり、議長と委員長、この２名が
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出席するということでございます。 

○議長（石川交三君） 質疑は終わったものと認めます。 

  本定例会の日程等については、議会運営委員長報告のとおり決するにご異議ありませ

んか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、議会運営委員長報告のとおり

決します。 

  次に、議員研修報告を行います。 

  ３番松浦真議員の登壇を許します。３番松浦真議員 

○３番（松浦真君） 議員研修報告の報告をさせていただきます。 

  令和４年度市町村議会議員研修「自治体財政の見方～健全化判断比率を中心に～」を

令和５年１月１１日から１２日の日程で参加してまいりました。 

  場所は、全国市町村国際文化研修所ＪＩＡＭになります。 

  １月１１日には、まず関西学院大学の稲沢克祐教授による「自治体財政の健全化法の

概要」について説明がありました。健全化法制定以後には、平成２５年度に財政健全化

団体が１団体だけ。その後は財政再生団体が夕張市のみという状況で今、推移しており

ます。よって、全国的には９９％以上の地方公共団体が健全団体ではありますが、健全

団体であれど、健全化の比率や内容にもレベルがあるという話がございました。その内

容について４指標を注視するべきだという話がございました。また、昨今のコロナでの

緊急予算もあったため、令和元年度の予算と令和５年度の予算を比較し、人件費、物件、

維持補修費、公債費などがどう変化したのか分析を行う必要があるという話もありまし

た。 

  続いて、有限責任監査法人トーマツの小室将雄氏による「自治体財政の見方」の話が

ありました。具体的には、ＪＩＡＭがあります滋賀県大津市の財政状況を調査表を基に

分析を行っていきました。翌日１２日には、３つの市町村名をマスキングした自治体の

財務状況資料から財政指標分析のグループ演習を行い、その議論を行い、終了いたしま

した。 

  本研修で学んだ自治体の財政分析スキルを生かして、今後も五城目町の財政健全化は

もちろん、町民にも分かりやすい行財政運営の情報発信を行っていきたいと考えていま

す。 
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  このたびは、このような貴重な研修の機会をいただき、感謝いたします。ありがとう

ございました。 

○議長（石川交三君） 議員研修報告は終わりました。 

  次に、町長より施政説明の申し出がありますので、これを許します。渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） おはようございます。 

  本定例会は、令和５年度一般会計予算案をはじめ、２６件の議案についてご審議をお

願いする次第でありますが、提出議案の説明に先立ち、昨年１２月以降に生じました主

なることと、新年度の町政運営についてご説明を申し上げます。 

  はじめに、町議会議員の表彰について申し上げます。 

  先ほど伝達が行われましたとおり、１５年以上の長きにわたり町議会議員として地域

の振興・発展に尽くされております伊藤正春副議長が、全国町村議会議長会より自治功

労者として表彰されております。また、本町議会議員を３０年１０か月努められており

ます荒川正己様、舘岡隆様のお二方が、秋田県町村議会議長会より自治功労者として表

彰されております。 

  心からお祝い申し上げますとともに多年にわたるご功績を称え、敬意と感謝を申し上

げます。 

  次に、８月の豪雨災害について申し上げます。 

  はじめに、公共土木施設の災害復旧状況について申し上げます。 

  国庫負担法に基づく被災施設は、河川が２０か所、道路が７か所であり、２月２０日

には、全ての工事入札を終え、順次復旧に向け努めております。また、「湯ノ又橋」添

架の水道管の復旧については、災害査定の結果、査定率は９９．６％で６３２万円の国

庫補助が認められ、今月下旬の入札に向け、事務を進めております。 

  次に、農業災害の復旧工事について申し上げます。 

  農業用施設９か所においては、現在工事を進めておりますが、残りの農地１９か所、

農業用施設１４か所、農村公園１か所については、現場の積雪などの状況を見ながら施

工を進めてまいります。 

  また、林道施設災害の復旧工事につきましては、富津内稜線ほか３路線の７か所にお

いて工事を進めており、残りの１０か所については繰越事業などとして進めてまいりま

す。 

  いずれの工事につきましても、住民生活の支障とならないよう早期復旧を目指してま
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いります。 

  次に、災害支援に対する寄附金について申し上げます。 

  被災者支援や災害復旧に対する寄附金として、ふるさと納税サイトを利用した寄附は

１２１件、１８０万２，０９２円、一般寄附金は千代田区立番町小学校の児童の発案に

よる募金による寄附金を含め、３３件、２９４万２，８３３円を受領しております。ご

厚志に深く感謝するとともに、被災者支援に活用させていただいております。 

  次に、新型コロナウイルス感染症の対応について申し上げます。 

  新規感染者が減少傾向の中、国は感染症法上の位置付けを特段の事情が生じない限り、

５月８日から５類感染症に変更する方針を示したところでありますが、今後も、医療体

制、ワクチン接種体制などウィズコロナへの対応は続くことから、町としては、国・県

の動向を見ながら、引き続き基本的な感染防止対策を図っていく必要があると考えてお

ります。 

  なお、令和４年度の臨時交付金等を活用した事業の進捗状況は、別紙にて提出してお

りますとおり、事業完了に向け経過はおおむね順調であります。 

  また、完了した事業及び新型コロナウイルス感染症の影響により中止・縮小された事

務事業の実績による減額について３月補正予算に計上させていただいており、内訳につ

いては進捗状況と合わせて別紙にて提出しております。 

  次に、総務課関係について申し上げます。 

  はじめに、職員の任用関係について申し上げます。 

  令和５年度の新規採用予定者は５名、令和４年度末における退職者は早期退職及び再

任用職員の任期満了による退職を含めて１３名となり、そのうち新たに再任用職員とし

て５名を任用することとしております。 

  これにより、全体で令和５年度は令和４年度当初の職員数に対して３名減の体制とな

ります。 

  次に、令和５年度一般会計当初予算について申し上げます。 

  令和５年度一般会計当初予算の編成にあたっては、引き続き新型コロナウイルス感染

症や原油価格・物価高騰などへの対応を考慮しつつ、「スクラップ・アンド・ビルド」

を基本に、限られた財源の効率的な配分と歳出の更なる効率化を図り、持続可能な行財

政運営に資する予算の編成を基本的な方針としております。 

  また、「五城目町総合発展計画」、「過疎地域持続的発展計画」及び「まち・ひと・
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しごと創生総合戦略」などの中長期を展望したまちづくり計画を着実に推進し、「第６

次行政改革推進プログラム」、「公共施設等総合管理計画」などの行財政改革の取り組

みに視点を置きながら、町民福祉の維持・向上を図るための予算編成としております。 

  令和５年度一般会計当初予算は、前年度に比べ、１億９，９００万円、率にして３．

６％の増とし、歳入歳出の総額を５７億５，６００万円としております。 

  歳入では、町税が前年度比４１５万４，０００円の減額を見込み７億２，８０２万２，

０００円を計上、地方交付税では、地方財政計画を基に前年度比６，８４４万５，００

０円の増額を見込み２７億９，４８４万２，０００円を計上、国庫支出金では、農林水

産施設関連過年災害復旧費負担金１億３，６２４万２，０００円を含み、前年度比１億

２，５６９万２，０００円の増額となる７億２，６４２万２，０００円を計上、繰入金

では、財政調整基金、公共施設等総合管理基金、学校給食費無償化基金の繰入金を含み、

前年度比８，５８６万５，０００円の増額となる１億２，９３７万１，０００円を計上、

町債では、一般廃棄物埋立処分場整備事業債８，０８０万円及び道路橋りょう整備事業

債８，３００万円を含み、前年度比７，７００万円の減額となる３億６，６７０万円を

計上しております。 

  歳出における主な事業としまして、地方道路整備事業１億９，８７８万７，０００円、

一般廃棄物埋立処分場整備事業８，０８５万円、備蓄倉庫建設事業５，９９０万６，０

００円、小型動力ポンプ積載車購入事業２，７７７万円、学校給食費無償化事業２，４

２２万円、脱炭素化推進事業１，８８５万６，０００円を計上しております。 

  また、令和４年８月の豪雨災害に係る災害復旧事業のうち令和５年度事業として、農

地・農業用施設過年災害復旧事業９，１８９万８，０００円、林道施設過年災害復旧事

業１億８２９万８，０００円を計上しております。 

  特別会計予算においては、一般会計に準じた編成方針のもと、経常的経費の削減に努

めた予算編成としております。 

  国民健康保険特別会計は、令和４年度の決算見込が確定していないことから、保険税

不足分の補填財源として４，１０１万９，０００円を財政調整基金繰入金で見込み、財

政運営主体の秋田県が算定した保険事業費納付金、基盤安定負担金及び療養給付費負担

金を基に必要な歳入歳出予算を計上した結果、対前年度比４，２９２万９，０００円の

増、率にして３．７％増の１２億２６６万５，０００円となっております。 

  介護保険特別会計では、最終年となる第８期介護保険事業計画を基に前年度の給付実
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績を反映させた結果、保険事業勘定では、対前年度比２５４万４，０００円の減、率に

して０．１％減の１９億２，７９５万５，０００円となっております。 

  令和５年度各会計予算については、多様性を増す行政需要に対応できる内容とすると

ともに、引き続きウィズコロナへの対応を図り、持続可能なまちづくりにオール行政の

体制で取り組んでまいります。 

  次に、まちづくり課関係について申し上げます。 

  はじめに、脱炭素化の推進について申し上げます。 

  昨年９月定例会におきまして環境基本条例を議決いただき、現在は町環境審議会を設

置し、環境基本計画の策定を進めております。 

  また、町職員を対象とする脱炭素化についての勉強会を継続的に実施しており、解決

すべき町の課題の整理とともに、２０５０年の五城目町の目指す姿とその実現に向けた

シナリオ案の検討を進めているほか、町内会長会冬季研修におきましては、持続可能な

地域づくりに向けた町のエネルギー政策の可能性について理解を深めていただいており

ます。 

  令和５年度におきましては、脱炭素化に向け、本町における再生可能エネルギー導入

のポテンシャルの調査とともに、プロジェクトチームの立ち上げなどの基盤づくりを推

進し、令和６年度以降、二酸化炭素を削減する取り組みの加速はもちろんのこと、再生

可能エネルギー導入による町内でのエネルギーの自給自足と、それによる経済の好循環

や雇用促進も視野に、持続可能な地域づくりを目指してまいります。 

  次に、まち・ひと・しごと創生総合戦略について申し上げます。 

  令和６年度までを計画期間とする第２期総合戦略においては、地方創生の更なる深化

に向け、「しごとづくり」「移住定住対策」「少子化対策」「地域づくり」の４つの基

本目標を掲げ、各施策を推進しているところであります。 

  「しごとづくり」については、地元の事業者に対する多面的な支援、また、起業を目

指す方に対する起業前から起業後まで継続した支援などにより、新たな雇用や起業の創

出を目指しております。 

  令和４年度では、起業者数は２件、事業所改修９件、ものづくり支援２件を行うなど、

町内での事業活動の活性化につなげてきており、令和５年度におきましても、同様の支

援制度を継続してまいります。 

  「移住定住対策」については、関係人口の創出と拡大を図るとともに、教育留学にお
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ける移住機会の創出などにより、移住につなげるための取り組みを推進しております。 

  令和４年度の転入世帯数は１年間の目標数値５世帯を２世帯下回る３世帯となってお

りますが、令和５年度におきましては、「教育留学」や地方への関心が高い「関係人口」

を効果的に呼び込むアプローチを戦略的に展開してまいります。 

  「少子化対策」については、男女の出会いから結婚・出産・子育てまで切れ目のない

支援を行い、おのおのの子育てステージにおける不安解消や経済的負担軽減などによっ

て出生数の増加を目指しております。 

  令和４年度では、第２子以降の出生数は１年間の目標数値２２人に対し、１月末時点

で１０人となっており、令和５年度におきましては、これまで第１子に対しては１万円、

第２子に対しては２万円、第３子以降に対しては５万円であった誕生祝金を一律１０万

円に引き上げ、子育て世代の経済的負担の軽減に努め、関係部署と連携しながら総合的

かつ先進的な子育て支援の充実・強化を図ってまいります。 

  「地域づくり」においては、複数の集落を単位として地域全体をデザインする「コミ

ュニティ生活圏」の形成の推進を図り、地域課題の解決に取り組む活動を推進し、地域

運営組織の創設を目指しております。 

  令和４年度では、コミュニティ生活圏形成事業において、馬場目地区の住民が主体的

に地域交通の構築に向け、本年２月に県のアドバイザー派遣事業を活用し、地域住民や

タクシー事業者から聞き取り調査を行い改善点の洗い出しを行っているほか、カフェ部

会、ＧＢ部会においても講師を招いてのランチ会や首都圏などへの山菜の出荷に取り組

んでおります。 

  令和５年度においては、引き続き県との連携を図り、馬場目地区の地域活動を支援す

るとともに、他地区における横展開の可能性を検討してまいります。 

  次に、地域公共交通について申し上げます。 

  南秋地域公共交通活性化協議会では、現計画が満了となることから、新たな南秋地域

公共交通計画の策定を進めております。 

  本計画では、これまでに行ってきたアンケート結果などを基に、人口減少や少子化な

ど社会情勢の変化や、現在の公共交通の不便な点など、問題・課題を整理し、その解決

を目指すとともに、３町村に点在する商業施設や医療施設、観光宿泊施設などの目的地

となりうるものを有機的に結び、交流人口の増加によるまちの賑わいづくりに資する広

域的な交通網として、持続可能な運営体制の構築を目指してまいります。 
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  広域マイタウンバスの運行につきましては、昨年４月から１２月までの９か月間にお

ける利用者数は延べ４万６，６６１人、運行経費から運送収入を差し引いた運行委託料

は２，５９８万円となっております。運送収入の減少により当初の計画額を上回るペー

スとなっている運行委託料の増額分については、３町村が負担割合に応じて負担するこ

ととしております。 

  令和５年度における運行については、令和４年度の実績を踏まえ、年間の運行委託料

は前年度より３２０万８，０００円増の３，８３４万９，０００円としております。 

  次に、八郎潟町と本町の森山地区と大川地区を一つのエリアとする広域デマンド型乗

合タクシーの昨年４月から１２月までの９か月間における利用者数は、前年同期と比較

して６５９人多い延べ３，０２０人、うち五城目町民が７６９人、八郎潟町民が１，６

９１人であり、１日平均利用者数は１６．３人となっております。 

  次に、町が運行しているデマンド型乗合タクシーにつきましては、馬場目、富津内、

内川地区における昨年４月から本年１月までの１０か月間の利用者数は５，８９４人、

１日平均利用者数は２４．７人で、前年度同期と比較すると利用者数は２５４人の減、

１日平均利用者数は２．０人の減となっております。 

  令和５年度においては、これまで利用券での支払いのみとしていましたが、現金によ

る支払いも可とし、また、条件付きで未登録でも利用できるようにして利用者の利便性

を図ってまいります。 

  次に、住民生活課関係について申し上げます。 

  はじめに、防災関係について申し上げます。 

  令和５年度の町主催の総合防災訓練は、５月２８日に五城目地区を対象として実施を

予定しております。当日は、指定避難所への避難訓練のほか、避難所開設・運営訓練を

実施することとしております。 

  また、各訓練会場では、自主防災組織育成リーダー５名のご協力のもと、町のハザー

ドマップの説明や自主防災組織の活動事例などを紹介していただき、町民の防災意識の

向上に努めるとともに、自主防災組織の結成率の向上、活動の促進を図ってまいります。 

  次に、空き家解体補助金について申し上げます。 

  町ではこれまで、保安上の危険となる恐れのある特定空き家を解体する場合に限り、

申請により対象経費の２分の１で上限３０万円の解体補助金を交付しておりましたが、

令和５年度から新たに、昭和５６年５月３１日以前に建築された「旧耐震基準」の一戸
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建て住宅の空き家に対しましても、交付条件はありますが、申請により対象経費の２分

の１で上限１５万円の解体補助金を交付いたします。 

  次に、町火葬場改修事業について申し上げます。 

  火葬場改修工事につきましては、工事期間中、利用者の方々にご不便をおかけしてお

りましたが、１月２４日に建物の工事が完了しております。 

  内装にはスギ材を使用するなど、温もりのある施設となっております。また、外構工

事も１月３１日に完了しており、２か年にわたった火葬場改修事業全てが終了いたしま

した。 

  故人との最後のお別れの場として厳かな時間をお過ごしいただけるよう、管理運営に

努めてまいります。 

  次に、一般廃棄物埋立処分場について申し上げます。 

  浸出水処理施設の電気・機械設備工事につきましては、昨年１２月に調査設計を委託

し、電気と機械設備工事それぞれの概算工事費を算出しております。 

  令和５年度は、速やかに工事に着手し、施設・設備の長寿命化、維持管理に努めてま

いります。 

  次に、備蓄倉庫の建設について申し上げます。 

  ２月２１日の議会議員全員協議会でもご報告申し上げておりますとおり、スパーク五

城目敷地内に建設予定であり、令和５年度早々に調査設計を委託し、建設工事を進めて

災害の発生に備えてまいります。 

  次に、消防関係について申し上げます。 

  はじめに、１月５日に行われました町消防出初式について申し上げます。 

  令和５年町消防出初式は、年々消防団員数が減少している状況を考慮し、点検及び観

閲隊形の見直しを行うとともに、新型コロナウイルスに対する感染予防上の観点から規

模縮小と時間短縮に努め、式典会場を広域五城目体育館から五城館に変更して開催し、

無火災への誓いを新たにしております。 

  次に、消防団積載車の更新について申し上げます。 

  令和３年度から年次計画で進めてまいりました消防団の小型動力ポンプ積載車の更新

については、令和５年度では４台の更新を予定しており、これで１３台全ての更新が完

了することとなります。 

  次に、帝釈寺消舎の解体について申し上げます。 
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  第５分団の管轄である帝釈寺消舎は、建築から７６年が経過し、また、同町内会から

は、積雪による倒壊の危険についてご指摘いただいており、同地区住民の安全を確保す

るためにも解体する必要があることから、この解体にかかる関係予算を計上しておりま

す。 

  当該消舎の建て替えについて、行う予定がないことを同分団及び町内会に対して説明

し、ご理解いただいております。 

  今後、経年劣化が進行した分団消舎については、当該地区における必要性を客観的に

検証するとともに、台車付き小型動力ポンプの状態及び所属団員数の現状と推移、町内

会を含む当該分団関係者からの意向などを見極めながら、適正な施設管理に努めてまい

ります。 

  次に、健康福祉課関係について申し上げます。 

  令和５年度に実施する新規事業の概要について申し上げます。 

  はじめに、予防接種事業について申し上げます。 

  子宮頸がんなどを防ぐ従来のＨＰＶワクチンよりも感染予防効果があるとされる「９

価ＨＰＶワクチン」の無料定期接種を、これまでと同じ小学校６年生から高校１年生に

あたる方を対象に４月から開始します。 

  また、積極的な呼びかけが中止された８年余りの間に接種機会を逃した平成９年度か

ら平成１７年度に生まれた方についても、無料で接種できる「キャッチアップ接種」も

継続して実施します。 

  次に、母子保健事業について申し上げます。 

  これまでも３歳児健診で視力検査を実施してまいりましたが、屈折検査を併用し弱視

の発見率向上のための屈折検査機器の購入に必要な関係予算を計上しております。弱視

については、治療により就学時までに正常な視力を獲得できることから、早期発見に努

め医療機関につなげてまいります。 

  次に、もりやまこども園大規模改修工事について申し上げます。 

  令和５年度は、こども家庭庁の就学前教育・保育施設整備交付金を活用して、築１８

年となる園舎の屋根塗装、外壁塗装、テラス床板張替えなどの改修を行います。 

  事業費につきましては３，６００万円を見込んでおり、国庫負担が２分の１、町とこ

ども園の負担がそれぞれ４分の１ずつとなります。 

  工期は、６月中旬の着工、８月下旬の完成を予定しております。 
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  令和５年度の新規事業については、町広報・ホームページ、案内通知などで周知に努

めてまいります。 

  次に、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業について申し上げます。 

  ワクチンの接種状況につきましては、１２歳以上で２回目の接種を完了した方を対象

としたオミクロン株対応ワクチン接種ですが、２月末現在で対象者７，２８１人のうち

５，４３８人が接種を終えており、接種率は７４．７％となっております。 

  今年度の新型コロナワクチン接種については、町の集団接種は１月１４日に完了し、

個別接種は３月下旬の完了を予定しております。令和５年度以降の接種については、国

の動向を見ながら、順次必要な準備を関係機関と調整し、進めてまいります。 

  今後も、町民の皆様の生活や健康など安全・安心を守ることを第一に掲げ、取り組ん

でまいります。 

  次に、農林振興課関係について申し上げます。 

  はじめに、令和５年産米の「生産の目安」について申し上げます。 

  県農業再生協議会では、昨年１１月２５日、県産米の需要動向を踏まえ、生産の目安

を昨年より９，７００ｔ多い３９万８，７００ｔと決定し、各市町村へ提示されており

ます。 

  町農業再生協議会では、１月２７日に通常総会を開催し、生産の目安を町の配分単収

などを基に前年比８２ｔ増の５，１８８ｔと提示し、転作率では１．５ポイント減少で

４４．８％と決定しております。 

  ２月１４日には町農業班長会議を開催し、令和５年産米の需給調整に係る当町の生産

の目安や関連する制度の概要などを説明し、各地区農業者へ周知を図っております。 

  町といたしましても、米の確かな需要を見極め、今後、国・県の動向を見据えながら、

方針作成者や集荷団体と連携し、農家の皆様からのご協力のもと、適切な対応をしてま

いります。 

  次に、県営事業で実施している継続事業の進捗状況について申し上げます。 

  農地集積加速化基盤整備事業は、高岳地区の基盤整備について、事業期間を令和元年

度から７年度までを予定しており、令和５年度では区画整理１５．３ｈａを実施し、高

崎地区の基盤整備については、２年目の調査計画、館越地区のほ場整備については、１

年目の調査計画を実施します。 

  ため池等整備事業は、身ノ淵地区の頭首工の改修工事、山内地区の既存頭首工の撤去
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工事、真崎堰地区の水路関連の改修・補修を実施します。 

  今戸地区の湛水防除事業については、樋管工事などの計画をしており、八郎潟１地区

は、天王にある防潮水門の遠隔操作設備が稼働から１０年を経過したことによる更新作

業、真崎堰下流地区の水利施設整備事業については、１年目の調査計画を実施します。 

  次に、県営治山事業関係について申し上げます。 

  内川小倉、内川黒土、内川湯ノ又、富津内山居沢地区については、令和４年度に現地

調査を行っており、令和５年度では工事を実施し、年度内完成を目指しております。 

  県営林道浅見内線、滝ノ下線については、令和５年度も継続して開設事業を実施しま

す。 

  次に、森山無線中継施設用管理道路について申し上げます。 

  現在の森山無線中継施設用管理道路の安全面を確保するため、落石危険箇所について

の事故防止のための改修工事を施工する場合、工種として吹き付け枠工、モルタル吹き

付け工、落石防止網設置などがありますが、最も安価な落石防止網設置を選択し、さら

に、転落の恐れのある危険箇所へガードレールを設置するなど、専門業者より積算いた

だいたところ、概算として約１億５，０００万円超の費用が算出され、同等の維持管理

費も要することから、早期に判断するには断念すべきと考えております。 

  町といたしましては、令和５年度は最終処分場から第二高地へ通じる、公図に記載さ

れている法定外公共物の位置確認、境界復元などの用地測量の費用を計上しており、今

後、森山一帯の整備に向けた可能性を探ってまいります。 

  次に、農業委員などの募集について申し上げます。 

  本町の農業委員及び農地利用最適化推進委員の任期が本年７月１９日で満了となるこ

とから、農業委員会などに関する法律に基づき、４月３日から５月８日までの約１か月

間で募集を行う予定となっております。 

  募集の手続きには、３月中旬以降から町ホームページと町広報４月号において周知す

るとともに、募集状況について、受付期間の中間時と終了時に町ホームページで公表す

ることとしております。 

  農業委員の定数は１３名、また農地利用最適化推進委員の定数は６名となっており、

農業委員の候補者の評価にあたっては、「認定農業者が過半数以上であること」、「農

業者以外で中立な立場である者を１名以上とすること」、また、努力目標として「女性・

若者の積極的な登用」が法律で定められております。 
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  公表後は、五城目町農業委員会候補者評価委員会において選考し、６月定例会で議案

上程することとなっております。 

  次に、商工振興課関係について申し上げます。 

  はじめに、令和４年度事業の経過などについて申し上げます。 

  全町民を対象に、町内事業所において使用できる１人当たり１万円の商品券を支給す

る「オール五城目生活応援商品券事業」については、１月末日に登録店における換金手

続きが完了し、換金率は９９．２３％に達したところであり、疲弊する町民の消費生活

及びに町内経済の下支えを図ることができたものと捉えているところであります。 

  次に、「冬の朝市 あったか鍋まつり」について申し上げます。 

  ２月１２日に３年ぶりに開催され、当日は冬野菜や潟さかなの販売のほか、雑貨や小

物、菓子類の販売など多数の出店があったほか、朝市振興委員会、各種団体の協力によ

り、だまこ鍋やタラ鍋、だまこソバ、きゃのこ汁など五城目の味覚を多くの来場者の皆

さんに堪能していただきました。 

  また、当日は、秋田県秋田地域振興局が進める「生活観光モニター企画“五城目町の

暮らしを旅する”」の試行的なツアーが実施され、県内外から７名の方にご参加いただ

き、好評を得たことを伺っており、今後の当町における経済施策の土台となることに期

待しているところであります。 

  次に、令和５年度の主な事業の概要について申し上げます。 

  はじめに、中小企業経営安定資金利子助成事業について申し上げます。 

  本事業は、令和２年度に新型コロナウイルス感染症の影響により秋田県中小企業経営

安定資金の融資を受けた事業所に対して利子相当額を助成するものであり、令和２年度

末に地方創生臨時交付金を財源として設置した「中小企業経営安定支援基金」を原資に、

秋田県による３年間の利子助成が終了した借入事業所に対し、引き続き２年間の助成を

講じ、経営の下支えを図るものであります。 

  次に、観光事業について申し上げます。 

  本年１月３０日に、国が感染対策の基本的対処方針を変更したことに伴い、イベント

の収容規制の撤廃を決定しており、また、政府においては、本年５月のゴールデンウイー

ク明けには、新型コロナウイルスを感染法上において第５類へ移行する方針が決定して

おります。 

  令和５年度においても、「きゃどっこまつり」や「秋田追分全国大会」、「朝市まつ
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り」や「朝市ｐｌｕｓ＋」など様々なイベントに関連する予算を計上しているところで

あり、感染対策を怠ることなく、各実行委員会など関係機関と綿密に連携の上、町に活

力と賑わいの創出ができるよう邁進してまいります。 

  次に、朝市大駐車場用地の取得について申し上げます。 

  現在、朝市来場者のために確保している駐車場は、朝市ふれあい館駐車場、国道２８

５号線沿いの朝市大駐車場、戸村堰緑道沿いに位置する朝市駐車場の３か所であり、特

に国道に面し、町の中心部に近接し、規模も２，５００㎡を上回り、複数台の大型観光

バスと一般車両１００台程度の混在する利用にも対応できる用地を町有地として取得す

ることは、通常の朝市や朝市に関するイベントに限らず、現在秋田県が進める観光振興

ビジョンに掲げられる「五城目朝市から広がる暮らしを楽しむ生活観光」の確立、湖東

３町が連携した観光モデルプランも計画される予定にあることから、県内外からの観光

客への対応とともに町内経済の振興に高い効果を与えるものと期待し、当該取得に関す

る経費を予算に計上したところであります。 

  次に、観光施設関係について申し上げます。 

  令和元年度から計画的に、町有観光施設において、電源立地地域対策交付金を活用し

推進している照明機器のＬＥＤ化工事については、朝市ふれあい館を対象に実施する予

算を計上してあります。また、同施設において不具合が生じております空調設備の改修

工事に要する経費についても、公共施設等総合管理基金を財源に実施する予定としてお

ります。 

  また、町有各観光施設においても、原油価格の高騰に伴う電気料金の引き上げにより

引き続き甚大な経費負担の増額が余儀なくされており、直営施設である五城目朝市ふれ

あい館をはじめ、管理運営を委託している各観光施設における光熱水費などの必要な予

算を計上しているところであります。 

  次に、建設課関係について申し上げます。 

  はじめに、除雪関係について申し上げます。 

  今年度の除雪事業は、１２月補正予算をご可決いただき、１億２２４万７，０００円

をもって取り組んでおります。 

  昨年１２月２日から稼働している除雪作業は、１２月２６日から２７日にかけ降雪の

ピークを迎え、さらに年明け以降は記録的な寒波により連続的な除雪作業を余儀なくさ

れたことにより、除雪事業費の不足が見込まれたことから、２月８日付けで３，０００
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万円を専決処分したところであります。 

  今後も断続的な降雪や、気温上昇による融雪など様々な気象条件下においても町民の

日常生活の安全・安心確保と通勤・通学の交通支障とならないよう、排雪作業も含め、

除雪事業に努めてまいります。 

  次に、令和５年度の主な事業の概要について申し上げます。 

  昨年の豪雨被害により発生した、内川浅見内地区の宅地背後斜面のがけ崩れ対策とし

て秋田県へ要望しております急傾斜地崩壊対策事業につきましては、県において「浅見

内２号地区急傾斜地崩壊対策」として実施されることが決定しております。 

  初年度は測量調査を行うものと伺っており、町といたしましても、地域住民の安寧な

生活のため積極的に県へ協力してまいります。 

  また、地方道路整備事業におきましては、高度経済成長期に整備され、老朽化が著し

い主要町道の舗装改良工事、橋梁補修工事を継続して実施し、道路利用者の安全確保に

努めてまいります。 

  さらに、各町内会などからの様々な要望に応えるため、道路改良工事、側溝改良工事、

舗装新設工事、舗装補修工事などを行い、生活環境の充実と道路交通安全確保を行って

まいります。 

  次に、県事業関係について申し上げます。 

  昨年１０月１１日から令和５年３月１７日の工期で県道能代五城目線の家の沢橋橋梁

架け替え工事に伴い通行止めとなっている区間は、施工中に橋台形状の設計変更等があっ

たため３月末まで工期延長となったと伺っておりますが、年度内完成を目指し早期の通

行止め解除に努めるとのことでありました。 

  また、２月１６日には、秋田地域振興局にて五城目町・八郎潟町県道整備促進期成同

盟会による県道整備要望書の手交式を開催し、県へは両町の実情をお願いしたところで

あります。 

  次に、出納室関係の資金運用について申し上げます。 

  財政調整基金のうち１億円、水道事業の定期預金のうち１億円、計２億円を債券運用

することにいたしました。いずれも、３月２０日に「地方公共団体金融機構」が発行す

る１０年債を取得して運用いたします。利率については３月９日に決定されます。 

  この資金運用により、本町の債券運用は、令和４年３月の「秋田県債」１億円と合わ

せて３億円となります。引き続き、適時適正に利益を図ることのできる資金運用に努め
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てまいります。 

  以上、令和５年度予算の概要に触れながら町政運営についてご説明申し上げましたが、

その他につきましては、それぞれの議案上程の際にご説明いたします。よろしくご審議

の上、ご可決賜りますようお願い申し上げます。 

  なお、教育委員会関係につきましては、教育長が説明をいたします。 

  ありがとうございました。 

○議長（石川交三君） 町長の施政説明は終わりました。 

  次に、教育長より施政説明の申し出がありますので、これを許します。畑澤教育長 

○教育長（畑澤政信君） 私から、教育行政施政についてご説明申し上げます。 

  はじめに、学校教育課関係について申し上げます。 

  卒業生、新入生についてでありますが、この春、五城目小学校を卒業する児童は５６

人で、これに対して入学する児童は３４人となっております。また、五城目第一中学校

を卒業する生徒は３９人で、これに対して入学する生徒は５５人となっております。 

  令和５年度当初の学級編制については、小学校の児童数は前年度比２２人減の２５０

人で、学級数は１５学級、中学校の生徒数は前年度比１６人増の１３２人で、学級数は

６学級となる見込みであります。 

  来年度小学校５年生が４０人学級になることから、令和４年度同様、指導方法工夫改

善加配を活用し、２学級編制にする予定であります。今後も加配教員を活用して少人数

指導を推進し、学力向上や生徒指導の充実を図ってまいります。 

  また、特別支援教育や学習に対する支援が不可欠であることから、来年度は２名の学

習支援員、１１名の生活支援員を採用し、学校の実態に応じて適切な人数を配置すると

ともに、支援員の研修を充実させ資質の向上を図ってまいります。 

  特別支援学級や小学校に設置されている通級指導教室については、誰一人取り残さな

い教育を基本に、一人一人の実態に応じた個別の支援計画に基づいて、効果的な指導と

自立に向けた支援を行ってまいります。 

  次に、ふるさと教育について申し上げます。 

  来年度も引き続き、ふるさと教育の一環としてキャリア教育の充実を図ってまいりま

す。地域と連携し、「地域で学び、地域に貢献できる」児童生徒の育成、ふるさと五城

目町の良さの発見、町への愛着心の醸成、ふるさとに生きる意欲の喚起などにつながる

特色ある取り組みを進めてまいります。特に、中学校３年生の総合学習発表会を兼ねた
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子ども議会については、地域の一員としての自覚と郷土を愛する心を育むことを目的に

来年度も開催することにしており、そのための特別活動費を増額しております。 

  次にＩＣＴ教育の推進について申し上げます。 

  １人１台端末の配備が整い、これまでの実践とＩＣＴとの組み合わせによる教育の質

の向上と教員の資質・能力の向上に努めてまいりました。今後は、授業や家庭への持ち

帰りによるタブレットの活用の充実を図るとともに、教員の端末利活用や指導力の格差

が生じないように研修の充実を図ってまいります。また、デジタル教科書を導入するな

ど、ＩＣＴ教育を推進してまいります。 

  次に、教員の働き方改革について申し上げます。 

  働き方改革の一環として、校務支援システムの導入に向けて業者からシステムの運用

説明などを受けてまいりましたが、今年１月に県教育庁より統合型校務支援システムの

共同購入に向けて令和５年度から準備作業に入るとの計画が示されたことから、単独の

システム導入を見直し、県が進める統合型校務支援システムの導入に向けて準備するこ

とにいたしました。早ければ令和６年度からシステム導入が予定されており、導入後は

教職員の負担が軽減され、削減された時間を子どもたちと向き合う時間に確保できるも

のと考えております。 

  中学校の部活動地域移行については、郡内４町村の教育長が協議会を設け、情報交換

をしてまいりました。そこで、五城目町では、教員の負担軽減を図る必要があることか

ら、来年度から土・日の部活動を教育委員会が委嘱した外部コーチに指導を任せること

にしております。今後、本格的な地域移行に向けて、学校・保護者・地域が連携し、子

どもたちにとって活動しやすい環境となるよう協議してまいります。 

  次に、秋田県教育委員会からの委託事業について申し上げます。 

  教育留学については、令和４年１１月２８日から令和５年２月３日まで教育留学生の

受け入れを行いました。この間、小学生５人、中学生１人の計６人が来町し、小・中学

校での授業体験や地域での体験活動などを行っております。教育留学生からは「五城目

の子どもが明るく迎えてくれてうれしかった」、保護者からは「学校施設、社会教育施

設が充実している」、一方、学校の教職員からは「他県の子どもとふれあうことができ

意義があった」、児童生徒からは「ふだんよりも学級に活気があった」、「新鮮な気分

で過ごせた」などの感想が寄せられました。今回教育留学をしたうちの１家族は、令和

５年１月に移住したほか、そのほかの複数の家族から来年度も留学させたいという感想
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が寄せられるなど、教育留学への関心の高さを実感しております。県教育委員会では令

和６年度まで本事業を継続する予定であり、町としても受け入れ態勢を充実させ、本事

業を通して、町の魅力を全国に発信して、関係・交流人口の拡大や移住定住につなげて

まいります。同時に本町の子どもたちが県外の子どもとふれあうことで、人との交流の

幅を広げたり、他県の文化や習慣などに触れたりして広い視野を持つことができるよう

にしたいと考えております。 

  来年度はまた、県教育委員会の委託を受けて、「いのちの教育あったかエリア事業」

を実施する予定であります。本事業では、小中連携等を軸とした道徳教育の充実、命に

対する認識を深め、連携の輪を広げる体験・交流活動、地域人材の活用による地域と連

携した授業づくりを行うこととなっております。町教育委員会としては、「生命の尊さ・

思いやり」を小・中学校の道徳教育の中核に据え、家庭・地域との連携による地域社会

全体で道徳教育に取り組んでまいります。 

  次に、学校給食費無償化について申し上げます。 

  令和５年度より、五城目町の小学生と中学生の学校給食費を無償化いたします。教育

委員会としては、無償化について、保護者の経済的負担の軽減だけでなく、町の宝であ

る子どもたちの未来への投資であると捉えております。そこで、町民の期待に応えるた

めにも食育の推進、地場産材を活用した安心・安全の学校給食の推進を図るとともに、

郷土食や行事食などの提供により子どもたちの郷土愛を育んでまいります。また、ホー

ムページや試食会、五中食堂などを通して学校給食の情報を発信してまいります。 

  以上、学校教育課関係について申し上げましたが、令和５年度も学校運営が活性化す

るように、新たに「学校教育活動推進員」を配置するなど、地域に開かれた学校として、

これからの令和の時代にふさわしい新しい教育活動を展開してまいります。 

  次に、生涯学習課関係について申し上げます。 

  生涯学習の推進にあたっては、社会教育の意義である「人づくり」「つながりづくり」

「地域づくり」を柱に掲げ、町民が気軽に学べる環境整備を目指してまいります。 

  はじめに、昨年１０月から実施している「みんなの学校」について申し上げます。 

  これまで２４講座を実施し、延べ７１３人の参加を得ております。各講座とも参加し

た皆さんから大変好評で、所期の目標を達成できたものと認識しております。この後２

年目を迎えるにあたって、五城目小学校や地域図書室「わーくる」との連携を深め、現

代的・社会的課題に応じた講座や生活に役立つ講座を提供してまいります。 
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  次に、地域図書室「わーくる」について申し上げます。 

  ４月からいよいよ３年目に入りますが、コロナの影響もあり、令和５年２月末までの

利用者数は５，４３９人、貸出冊数は５，８０１冊となっております。「わーくる」は

読書活動の拠点であるとともに、みんなの学校などによって町民が交流し、年代を越え

てつながることができる施設となっております。来年度は、図書館司書の資格を有する

会計年度職員を２名採用することになっており、専門性を生かした読書活動の推進や持

続的で魅力ある地域図書室となるよう努めてまいります。 

  次に、中央公民館関連事業や講座について申し上げます。 

  地域スポーツ教室については、ｅスポーツやモルックなどニュースポーツの普及に努

めるとともに、町民の健康増進を図るために楽しんで参加できる場を提供してまいりま

す。 

  二十歳のつどいや高齢者学級など各講座については、魅力ある事業や講座になるよう

工夫し、主体的な学びや活動を通して、参加者の交流によるつながりづくりを進めてま

いります。各地区公民館においても、アフターコロナを見据え、地域の特色を生かした

事業や講座を展開し、地域コミュニティーの活性化を図るとともに、幅広い年齢層が集

い、交流し、明るい地域社会を形成できるようにしてまいります。 

  また、令和５年度は、町民センター消防施設改修、雀館運動公園緑地整備など所管施

設について、雀館運動公園を軸とし、五城目小学校と連携し、「学べる環境」「集える

環境」を考え、最低限の投資で安全かつ利用しやすい環境づくりに努め、賑わいの創出

に努めてまいります。 

  以上、教育委員会関係の主な施策について申し上げましたが、町の総合発展計画に掲

げる「郷土を育み、未来を担う人づくり」の実現に向かって、本町の教育振興を図って

まいります。令和５年度も限られた予算を効率的に執行し、最大の効果を上げられるよ

う、町議会のご指導やご理解をいただきながら努力してまいりますので、よろしくお願

い申し上げます。 

○議長（石川交三君） 以上で本日の会議は全部終了いたしました。 

  本日は、これで散会いたします。 

  なお、施政説明に対し一般質問をされる方は、本日の午後２時まで通告されるようご

連絡いたします。 

  大変ご苦労様でした。 
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             午前１１時１２分 散会 
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